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反応方向情報が、dmPFC、mPOC、plPOC の 3 領域によって反応期間まで保持され、④そ
































激情報が入力され、短期間保持されたのちに、②dmPFC と plPOC によって表現されてい
るルール情報を利用して反応方向情報が生成され、③その反応方向情報が、dmPFC、mPOC、
plPOC の 3 領域によって反応期間まで保持され、④その情報が dmPFC から M1 へと送ら
れ、実際にノズルを舐める運動が実行される、という一連の情報処理が、ラットの大脳皮
質の広域神経ネットワークによって担われていることが示唆された。 
 また、これらの実験を行う過程で、新たな多点電極の作成法、および、新たな非侵襲的
な頭部固定法を開発した。これらは今後、同種の研究の効率化に大きく貢献するものと期
待される。 
以上の成果が得られたことは、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
を有することを示している。したがって，舘山 幸菜 提出の論文は，博士（生命科学）の
博士論文として合格と認める。 
 
